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研究成果の概要（和文）：本研究は、タンザニアの2つの狩猟採集民を対象にフィールドワークを実施し、複合
的に展開する生業の実態を明らかにすることと、その生業変遷に伴う植物知識の変化について、個人の生業実践
の経験と関連させながら考察することを目的にしている。研究の結果、狩猟採集だけでなく農耕や観光業など多
様な生業を展開していること、また生業活動が複合的になったり、定住したりすることによって、植物の利用や
植物に関する知識が単一化していくと危惧するよりも、さまざまな活動を通して、多様な環境にある植物を利用
するように、かれらの植物利用は複雑化していくと評価できるのではないかと考察した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the situation of complex livelihoods and 
consider the changes in plant knowledge that accompany the transition of livelihoods in relation to 
individual experience, by fieldwork focused on two groups of hunter-gatherers in Tanzania. The 
results clarified that not only hunting and gathering but also various livelihoods such as 
agriculture and tourism are developing. The study hypothesized that through livelihood activities 
becoming complex or as people are forced to settle, an evaluation of their use of plants would 
become more complicated. This is because they would use plants in divese environments through 
various activities, rather than being concerned that plants use will would be intensively.

研究分野：生態人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
民族植物学において、これまで採集と農耕は別々に扱われてきたが、本研究では、複数の生業の変化を連続的に
扱いながら植物知識を分析したり、また、知識を個人の経験と結びつけて検討することの有用性を示すことがで
きた。さらに、調査対象の人びとや彼らを支援するNGOに調査結果を共有することを心掛けてきたため、彼らが
自分たちの社会の変化について客観的かつ多面的に考察する機会を提供することができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
①狩猟採集民の複合的な生業展開のなかで起きる植物知識の新展開に注目  
狩猟採集民は、狩猟や採集といった自然との密接なかかわりを通して、豊かな植物知識を蓄積
してきたといわれてきた。しかし狩猟採集民の多くは、農耕や家畜飼養をはじめとするさまざま
な生計手段をもち、外部世界と交易をしてきた歴史を有することは既に指摘されているとおり
である(たとえば池谷, 2002)。現代の彼らは、定住化や農耕化、森林破壊、土地収奪などといっ
た外生の影響を大きく受け、従来の狩猟採集活動を継続しながらも、外部に開かれた経済システ
ムのなかで、農耕、家畜飼養、出稼ぎ、観光業といったさまざまな活動を展開している。 
こうした背景を受けて、本研究に先んじてタンザニアの 2 つの狩猟採集民（サンダウェとハ
ッザ）を対象に、彼らの生業複合の様態を明らかにしようと努めてきた。そして、サンダウェは
農耕を基盤にしながら狩猟採集を維持し、ハッザは狩猟採集に従事しながらも、自らの狩猟採集
活動を売りにした文化観光に参入しているという現状を明らかにしてきた。その調査の過程に
おいて、サンダウェが自分の農地に生える雑草性植物を「採集」し、副食の材料として利用して
いることを明らかにし、生業の複合化により、利用する植物群に変化が見られることに気が付い
た（八塚, 2011）。このことから、狩猟採集民が、狩猟採集活動を通して蓄積してきた植物知識
は、彼らの生業活動が多様化する近年、非常に複雑に変化を遂げていると推測できる。また、そ
の変化を追うためには、自然資源から食糧を獲得する生業活動だけに注目をしても精密な理解
にはつながらない。そこで、「生業」を食料獲得活動に限定せず、文化観光などの自然資源やそ
の利用を基盤とした現金稼得のための多様な活動も含めるかたちで、生業の複雑化と植物認識
の変化との関連について考察することが重要だと考えた。 
 
②個人の生業実践と関連させて植物知識の変化をみる視点  

1950 年代の Conklin, H.C.による研究以来、世界各地の人びとによる植物の認知、分類、命
名に関する研究は多くなされたが、そのほとんどは民族を単位に分析がおこなわれ、対象植物と
かかわる個人的な実践経験を踏まえた個人の認識体系の差異に注目する研究は決して多いとは
いえない。また、その個人差が性差のような個人の属性ではなく、生業活動をとおした個人的な
経験とどう関連するのかといったことは、実はあまり明らかにされてこなかった。しかし筆者は
これまで、サンダウェを対象にしたフィールドワークにおいて、19 世紀中頃から農耕を始めた
といわれている彼らの景観認識に、個人の農耕実践が強く反映されていることを実感してきた。
それは、彼らが植物を栽培する一連の作業を通して、彼ら自身が個人的に環境と取り結んだ関係
から、該当する景観に対する認識が形成されているからだと考えられる (八塚, 2012)。現代の狩
猟採集民は複合的に生業活動を展開しているが、生業実践は個人の経験の積み重ねであると同
時に、個人は他者との関係性のなかで変化を取り入れることから、個々の生業実践の変化を踏ま
えた視点からの分析が必要だと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、近年、複合的に展開する狩猟採集民の生業と、その過程で生じる植物知識の変化の
関係を、個人の生業実践の経験と関連させながら考察し、現代狩猟採集民の人と植物のかかわり
を多層的に描き出すことを目指している。具体的には、タンザニアの 2 つの狩猟採集民を対象
に、狩猟採集以外に農耕、家畜飼養、文化観光といった複数の活動の連続的な変化の流れのなか
に彼らの植物知識を位置づけ、個人の生業活動の展開の方法と、その人および周囲の人たちの植
物知識に起こる変化について検討を重ねる。 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の 3 つの課題を設定し、タンザニアに居住する狩猟採集民（サンダウェとハッ
ザ）を対象に、生業複合の過程を把握するとともに、彼らの植物知識の変化について考察する。  
 課題① 現在の生業実践を理解し、その複合の様態を個人レベルで捉える  
農耕や家畜飼養、さらに観光の普及の過程と、個人レベルでのそれらへの参入の差異を、近隣 
民族関係、国家政策、他の生業活動との関係といった多様な側面から明らかにする。また、現在
の複合生業における農耕の位置付けを検討し、植物を栽培する行為が彼らの植物に対する認識
体系に変化を生じさせているか否かを検討する。 

 
 課題② 植物知識にみられる①の影響を分析する 
数種の植物に焦点を絞って、その植物に関する採集や利用、また認識について個人を対象に聞
き取りと参与観察を実施する。これによって、生業複合というダイナミクスのなかで変化する
（あるいはしない）植物知識の特徴について個人を単位に分析する。これらの結果をサンダウェ
とハッザで比較し、変化の多様性を捉える。 

 
 課題③ 生業複合の意義を人と植物の関係から検討する  
課題①の結果を踏まえ、狩猟採集社会における生業複合の過程を連続的に捉えて変化のグラ
デーションを示し、そこに課題②の結果から植物知識の変化を加え、生業活動と植物知識との関
係の多様性を考察する。 
 



４．研究成果 
本研究で明らかになった 3点を以下に示す。 
① 生業複合の多様なかたち 
19 世紀にはすでに農耕をはじめていたと考えられているサンダウェは、ほぼすべての人が定
住し、農耕をおこなっている。他方、農耕以外の生業活動への比重は、世帯や個人により異なる。 
一方、タンザニア北部のエヤシ湖周辺地域に広域に分布するハッザは、居住地によってその生
活様式が大きく異なる傾向にある。たとえば一切農耕に従事せず、狩猟採集と観光業に多くの人
がかかわる地域、近隣に暮らす他民族の畑で日雇い労働に従事する人が少なくない地域、自分の
畑を所有し雨季に農業に従事する人が多い地域など、大まかに見れば、地域による差異が大きい
といえる。その原因は、近隣に暮らす他民族の生業活動や彼らとの関係によるところも大きいと
考えられる。また当然のことながら、地域内でも個人によって各生業の比重が大きく異なるよう
にも推測できた。こうしたハッザのケースは、先述した近隣民族との関係のほかに、民族内の関
係や季節変化などの多様な条件によって、従事する生業をその都度選択しているようであった。
それゆえ、彼らは異なる地域間を移動することによって、頻繁にまた柔軟に、自らがおこなう生
業を選択していた。結果として、広域に複合生業を実践していると考えられた。 
  
② 植物に対する認識や利用に関する個人差とその背景 
 植物認識と個人の利用のあいだにみられる関連を検証するために、植物学的には 1 種だと考
えられる Albizia tanganykensis を、サンダウェが異なる名前をもつ複数に分類している事例につ
いて検討を重ねた。形態や利用に関する知識を聞き取ると同時に、個人の家屋周辺で生育する個
体について、それぞれの世帯の構成員に識別してもらった。多くの人はこの植物を成長が早いと
理解し、定住している家やトイレの垣根として移植していた。個人は、そうした自分の身近にあ
る植物個体の形態を自分の知識へと反映している、つまり、植物個体と個人が結んだきわめて個
人的な経験をもとに、植物を識別していることが明らかになった。それゆえ、小さなコミュニテ
ィ内であっても、人により識別の結果が異なっていた。また、生業活動や他者の訪問などを通し
て叢林内をよく歩き、野生状態の A. tanganykensisをよく目にする人（多くの場合は男性）と、
そうではない人（多くの場合は女性）とのあいだにも、認識に差異が生じやすいこともわかった。 
以上から、生業活動といった彼らの生活の基盤となるような活動もさることながら、日常生活
のあらゆる場面における植物とのかかわりが、植物の認識に変化をもたらしており、それらの連
続によって、植物の知識が構築されていくと考えた。 
 
③ 人と植物の関係から検討する生業複合の意義 
 狩猟採集民の植物利用に関しては、狩猟採集活動を通じた植物に関する知識や、薬や道具とい
った日用品としての植物利用など、彼らの周囲に存在する植物をいかに利用するのかといった
知識と、その利用の持続性が主要なテーマであったといえよう。その際、農耕や出稼ぎ、観光な
どの比較的新しい活動や、他民族や都市との関係が強くなることは、あまり歓迎されることでは
なかったといえよう。しかし本研究のフィールドワークにおいて、狩猟採集民社会に農耕が定着
したことで農地に生える雑草を利用したり、他民族と接触することで新しい採集場所を獲得し
たり、定住し家やトイレの囲いを設けることを通して植物に関する知識を獲得していくといっ
たようなことが観察された。以上のことから、生業活動が複合的になったり、定住したりするこ
とによって、植物の利用や植物に関する知識が単一化していくと危惧するよりも、さまざまな活
動を通して、多様な環境にある植物を利用するように、かれらの植物利用が複雑化していくと評
価できるのではないかと考察した。 
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